
●
は
じ
め
に

本
稿
で
は
台
湾
の
廃
棄
物
管
理
、
資
源
リ
サ
イ

ク
ル
政
策
の
変
遷
を
概
観
す
る
。
ま
ず
、
リ
サ
イ

ク
ル
政
策
の
進
展
に
先
立
つ
前
史
と
し
て
、
急
速

な
経
済
発
展
の
過
程
で
顕
在
化
し
て
き
た
廃
棄
物

問
題
へ
の
対
処
と
し
て
形
成
さ
れ
て
き
た
廃
棄
物

管
理
政
策
を
概
観
す
る
。
さ
ら
に
、
リ
サ
イ
ク
ル

政
策
が
形
成
さ
れ
る
以
前
に
存
在
し
て
い
た
金
属

再
生
業
が
国
際
貿
易
を
利
用
し
て
急
激
に
拡
大
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
環
境
汚
染
問
題
を
発
生
さ
せ
た
こ
と

を
示
す
。
そ
し
て
一
九
九
○
年
代
後
半
か
ら
行
わ

れ
て
い
る
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
の
概
要
を
説
明
す
る
。

●
一
般
廃
棄
物
の
処
理
政
策

台
湾
に
お
い
て
一
般
廃
棄
物
管
理
政
策
が
公
衆

衛
生
政
策
か
ら
分
か
れ
た
の
は
、
一
九
七
四
年
に

「
廃
棄
物
清
理
法
」
が
公
布
さ
れ
て
以
降
で
あ
る
。

廃
棄
物
管
理
を
担
当
す
る
行
政
部
門
は
、
一
九
七

一
年
に
内
政
部
か
ら
行
政
院
に
移
り
行
政
院
衛
生

署
が
設
置
さ
れ
る
と
同
時
に
そ
の
下
に
設
け
ら
れ

た
環
境
衛
生
處
で
あ
っ
た
。
現
在
の
多
く
の
発
展

途
上
国
と
同
様
に
、
台
湾
に
お
い
て
も
長
年
に
わ

た
っ
て
埋
め
立
て
を
中
心
に
廃
棄
物
の
処
分
が
行

わ
れ
て
き
た
。
こ
の
時
期
の
廃
棄
物
管
理
政
策
の

主
要
な
関
心
は
、
埋
め
立
て
処
分
場
の
適
切
な
管

理
と
、
埋
め
立
て
処
分
さ
れ
ず
に
不
法
に
投
棄
さ

れ
る
廃
棄
物
を
減
ら
す
こ
と
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。

一
般
廃
棄
物
の
処
理
は
地
方
政
府
に
責
任
が
あ

っ
た
が
、
各
地
の
地
方
政
府
が
行
う
の
は
収
集
ま

で
で
あ
り
、
収
集
さ
れ
た
廃
棄
物
の
管
理
、
処
分

は
民
間
業
者
に
委
託
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

民
間
の
廃
棄
物
処
理
業
者
の
中
に
は
、
地
方
の
政

治
派
閥
と
結
び
つ
き
、
廃
棄
物
処
理
か
ら
利
権
を

得
る
も
の
が
あ
っ
た
。
地
方
政
府
か
ら
民
間
業
者

に
支
払
わ
れ
る
委
託
費
は
法
外
に
高
く
支
払
わ
れ

る
場
合
が
あ
り
、
地
方
の
政
治
派
閥
や
「
黒
道
」

と
呼
ば
れ
る
地
下
組
織
の
資
金
源
と
な
っ
て
い
た
。

台
湾
は
他
の
多
く
の
発
展
途
上
国
と
比
べ
て
も

発
展
の
初
期
か
ら
人
口
密
度
が
高
く
、
高
度
経
済

成
長
を
始
め
た
時
期
も
早
く
、
経
済
発
展
は
め
ざ

ま
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
経
済
発
展
に
伴
い
、
廃

棄
物
の
排
出
量
増
大
と
埋
め
立
て
処
分
を
行
う
土

地
の
不
足
、
地
価
の
高
騰
が
顕
在
化
し
、
埋
め
立

て
の
み
に
よ
る
廃
棄
物
処
理
が
困
難
と
な
っ
て
き

た
。
行
政
院
環
境
保
護
署
は
、
一
九
九
○
年
代
初

め
に
北
部
の
桃
園
縣
な
ど
で
一
般
廃
棄
物
の
埋
め

立
て
処
分
場
が
著
し
く
不
足
し
回
収
で
き
な
く
な

っ
た
ご
み
が
路
上
に
溢
れ
る
と
い
う
非
常
事
態
が

発
生
し
た
こ
と
を
う
け
て
、
一
九
九
三
年
以
降
、

埋
め
立
て
処
分
か
ら
焼
却
処
分
へ
全
面
的
に
転
換

し
て
、
全
国
の
縣
お
よ
び
（
縣
と
同
格
の
）
市
に

そ
れ
ぞ
れ
一
つ
以
上
の
ご
み
焼
却
場
を
建
設
す
る

政
策
を
推
進
し
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
焼
却
場
の

建
設
主
体
は
各
地
方
政
府
で
あ
っ
た
が
、
中
央
政

府
か
ら
の
高
い
比
率
で
の
財
政
的
な
補
助
が
行
わ

れ
た
。
埋
め
立
て
処
分
か
ら
焼
却
へ
の
転
換
は
急

速
に
進
み
、
現
在
ま
で
に
ほ
ぼ
す
べ
て
の
縣
と

（
縣
と
同
格
の
）
市
に
焼
却
炉
が
建
設
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
二
○
○
○
年
以
降
の
台
湾
経
済
の

低
迷
を
反
映
し
て
ご
み
排
出
量
が
減
少
し
予
測
を

下
回
っ
た
た
め
、
各
地
の
焼
却
炉
の
稼
働
率
は
低

迷
し
て
い
る
。

●
リ
サ
イ
ク
ル
産
業
の
発
達
前
史

台
湾
で
は
か
つ
て
船
舶
解
体
業
が
盛
ん
に
行
わ

れ
て
お
り
、
特
に
一
九
八
○
年
代
半
ば
ま
で
は
世

界
一
の
船
舶
解
体
国
で
あ
り
、
大
型
船
舶
に
限
れ

ば
世
界
の
船
舶
解
体
の
約
半
分
が
台
湾
で
行
わ
れ

て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
。
船
舶
解
体
業
の
主
な
製

品
は
船
舶
に
由
来
す
る
鉄
板
と
屑
鉄
で
あ
る
。
船

舶
解
体
業
は
鉄
リ
サ
イ
ク
ル
産
業
の
一
部
分
と
な

台
湾
に
お
け
る
リ
サ
イ
ク
ル
産
業
の
発
展
と
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
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っ
て
い
る
。
大
型
船
舶
を
解
体
す
る
と
比
較
的
均

質
な
鉄
板
を
大
量
に
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
屑
鉄

は
電
気
炉
で
溶
融
さ
れ
て
鉄
と
し
て
再
生
さ
れ
る
。

一
方
、
船
舶
に
由
来
す
る
鉄
板
の
多
く
は
電
気
炉

に
は
投
入
さ
れ
ず
、
適
当
な
長
さ
に
切
り
分
け
ら

れ
て
熱
せ
ら
れ
、
プ
レ
ス
さ
れ
て
棒
鋼
な
ど
に
再

生
さ
れ
る
。
船
舶
な
ど
に
由
来
す
る
中
古
鉄
板
は

伸
鉄
材
と
よ
ば
れ
る
。
伸
鉄
材
を
用
い
た
製
鉄
は
、

安
定
し
た
品
質
の
製
品
、
高
品
質
の
製
品
を
製
造

す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
電
気
炉
や
高
炉
で
の
製

鉄
と
比
較
す
る
と
よ
り
少
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
安

い
コ
ス
ト
で
製
造
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。

急
速
な
発
展
を
続
け
て
い
た
台
湾
の
経
済
に
と
っ

て
、
伸
鉄
材
か
ら
作
ら
れ
る
安
価
な
低
品
位
の
鋼

材
は
、
貴
重
な
再
生
資
源
で
あ
っ
た
。

台
湾
は
一
九
六
○
年
代
後
半
か
ら
一
九
八
○
年

代
半
ば
ま
で
世
界
最
大
の
船
舶
解
体
国
で
あ
っ
た
。

台
湾
で
船
舶
解
体
業
が
興
隆
し
た
要
因
は
以
下
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

台
湾
の
産
業
化
が
急
速
に
進
展
す
る
過
程
で
原

材
料
と
し
て
の
安
価
な
鉄
を
必
要
と
す
る
製
造
業

者
、
建
設
業
者
ら
が
、
船
舶
解
体
業
が
最
も
盛
ん

だ
っ
た
南
部
の
高
雄
港
周
辺
に
多
数
存
在
し
た
こ

と
が
、
最
も
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
。
解
体
作
業

費
用
の
大
き
な
部
分
を
占
め
る
賃
金
が
当
時
の
台

湾
で
は
ま
だ
安
か
っ
た
こ
と
、
解
体
作
業
に
伴
う

汚
染
に
対
す
る
規
制
が
弱
く
対
策
の
費
用
が
低
か

っ
た
こ
と
等
も
あ
げ
ら
れ
る
。
台
湾
で
は
特
に
、

伸
鉄
材
と
屑
鉄
な
ど
発
生
材
へ
の
需
要
が
急
激
に

伸
び
て
い
た
。
伸
鉄
材
を
材
料
と
し
て
使
う
製
鉄

業
者
も
屑
鉄
を
使
う
電
気
炉
製
鉄
メ
ー
カ
ー
も
特

に
台
湾
南
部
の
高
雄
港
周
辺
に
多
数
存
在
し
た
。

高
雄
港
内
の
船
舶
解
体
業
者
に
は
、
製
鉄
業
者
が

兼
業
し
て
い
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
発
展

し
つ
つ
あ
っ
た
国
内
の
製
鉄
業
を
保
護
す
る
た
め

鉄
鋼
製
品
に
は
高
い
関
税
が
か
け
ら
れ
て
お
り
、

国
際
価
格
と
比
較
し
て
国
内
価
格
が
高
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
解
体
用
船
舶
の
国
際
市
場
で
台
湾
の

船
舶
解
体
業
者
は
他
国
よ
り
も
高
い
額
で
入
札
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

●
金
属
再
生
業
の
興
隆
と
公
害
規
制

国
営
企
業
で
あ
る
中
国
鋼
鉄
が
台
湾
で
初
め
て

高
炉
に
よ
る
一
貫
製
鉄
を
行
っ
た
の
は
一
九
七
○

年
代
後
半
で
あ
る
。
一
貫
製
鉄
が
始
ま
っ
て
以
後

も
、
屑
鉄
と
船
舶
解
体
に
由
来
す
る
伸
鉄
材
は
、

台
湾
の
重
要
な
「
鉄
源
」
で
あ
っ
た
。

船
舶
解
体
業
は
、
台
湾
に
様
々
な
副
産
物
を
も

た
ら
し
た
。
船
舶
解
体
業
の
主
要
な
産
物
は
伸
鉄

材
と
屑
鉄
で
あ
っ
た
が
、
解
体
船
舶
は
多
様
な
中

古
品
と
非
鉄
金
属
廃
棄
物
を
同
時
に
台
湾
に
も
た

ら
し
た
。
船
舶
の
部
品
や
計
器
類
、
宿
泊
施
設
、

生
活
用
品
等
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
雑
多
な
中
古
品
が

解
体
用
船
舶
か
ら
大
量
に
発
生
し
た
。
そ
れ
ら
の

中
古
品
は
船
舶
解
体
専
用
埠
頭
が
あ
っ
た
高
雄
港

の
周
辺
に
形
成
さ
れ
た
中
古
市
場
で
盛
ん
に
売
買

さ
れ
た
。
ま
た
、
銅
、
ス
テ
ン
レ
ス
、
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
な
ど
の
非
鉄
金
属
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
や
、
廃
ケ

ー
ブ
ル
、
廃
棄
さ
れ
た
電
気
製
品
な
ど
は
「
廃
五

金
」（「
五
金
」
は
非
鉄
有
用
金
属
）
と
呼
ば
れ
、

そ
れ
ら
か
ら
有
用
金
属
を
取
り
出
し
て
再
生
す
る

多
数
の
小
規
模
業
者
ら
が
、
船
舶
解
体
業
者
の
周

辺
で
発
達
し
た
。
そ
う
し
た
金
属
再
生
業
は
、
労

働
集
約
的
な
も
の
で
あ
り
、
業
者
は
零
細
な
も
の

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。

船
舶
解
体
業
の
原
材
料
で
あ
る
解
体
用
船
舶
は
、

生
産
さ
れ
る
財
で
も
採
掘
さ
れ
る
地
下
資
源
で
も

な
く
、
そ
の
供
給
は
国
際
海
運
市
況
に
強
く
影
響

さ
れ
て
不
安
定
で
あ
っ
た
。
個
々
の
業
者
に
と
っ

て
は
、
国
際
市
場
で
の
入
札
の
結
果
に
左
右
さ
れ
、

入
手
可
能
性
は
さ
ら
に
不
安
定
で
あ
っ
た
。
供
給

が
不
足
し
た
時
期
に
は
価
格
が
高
騰
し
た
。

船
舶
に
由
来
す
る
非
鉄
金
属
ス
ク
ラ
ッ
プ
等
を

再
生
す
る
業
者
ら
は
、
原
材
料
の
安
定
的
な
供
給

と
事
業
の
拡
大
の
た
め
、
主
と
し
て
北
米
と
日
本

か
ら
廃
家
電
製
品
や
廃
ケ
ー
ブ
ル
を
大
量
に
輸
入

し
て
金
属
を
回
収
・
再
生
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
う
し
た
「
廃
五
金
」
の
輸
入
は
一
九
八
○
年
代

前
半
に
拡
大
し
、
一
九
八
七
年
の
ピ
ー
ク
時
に
は

貿
易
統
計
上
で
把
握
さ
れ
た
も
の
だ
け
に
限
っ
て

も
輸
入
量
は
五
○
万
ト
ン
に
達
し
た
。

非
鉄
金
属
ス
ク
ラ
ッ
プ
、
廃
家
電
製
品
、
廃
ケ

ー
ブ
ル
な
ど
を
再
生
す
る
零
細
な
業
者
ら
は
、
電

線
を
野
焼
き
に
す
る
こ
と
で
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
発

生
さ
せ
、
ま
た
重
金
属
を
含
む
廃
液
を
排
出
し
て

河
川
や
土
壌
を
汚
染
し
、
残
渣
を
不
法
投
棄
す
る

な
ど
、
不
適
切
な
環
境
対
策
に
よ
り
様
々
な
公
害

問
題
を
発
生
さ
せ
た
。
一
方
、
台
湾
の
船
舶
解
体

業
は
一
九
八
○
年
代
後
半
に
大
幅
に
縮
小
し
、
以

後
回
復
し
な
か
っ
た
。

「
廃
五
金
」
か
ら
の
金
属
回
収
業
者
ら
に
よ
る

公
害
問
題
は
、
一
九
八
七
年
に
中
央
政
府
に
初
め

て
設
置
さ
れ
た
独
立
し
た
環
境
行
政
機
関
で
あ
る
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行
政
院
環
境
保
護
署
の
廃
棄
物
管
理
政
策
に
お
け

る
重
点
課
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
政
府
は
一
九
八

三
年
に
業
者
が
集
中
し
て
い
た
南
部
に
二
つ
の

「
廃
五
金
」
業
者
の
専
業
区
を
設
置
し
、
そ
れ
以

外
で
の
操
業
を
禁
止
し
、
集
中
管
理
を
試
み
た
。

ま
た
、
原
料
と
な
る
廃
家
電
製
品
、
廃
電
線
、
廃

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
の
輸
入
を
汚
染
の
原
因
と

な
り
や
す
い
も
の
か
ら
順
に
段
階
的
に
規
制
し
、

一
九
九
二
年
末
ま
で
に
完
全
に
禁
止
し
た
。「
廃

五
金
」
か
ら
の
金
属
再
生
業
が
台
湾
で
最
も
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
た
一
九
八
○
年
代
半
ば
に
は
、
台

湾
内
で
発
生
す
る
「
廃
五
金
」
を
は
る
か
に
上
回

る
量
が
輸
入
さ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
の
で
、
輸

入
の
規
制
、
禁
止
は
台
湾
内
で
の
再
生
業
の
活
動

を
衰
退
さ
せ
た
。
一
方
で
業
者
の
多
く
は
台
湾
か

。
一
方
で
業
者
の
多
く
は
台
湾
か

一
方
で
業
者
の
多
く
は
台
湾
か

多
く
は
台
湾
か

台
湾
か

ら
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
、
中
国
大
陸
な
ど
へ
移
転
し

な
ど
へ
移
転
し

へ
移
転
しし

て
い
っ
た
。

っ
た
。

●
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
の
形
成

台
湾
の
公
的
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
は
、
政
府
が
指

定
し
た
対
象
品
目
を
生
産
・
輸
入
す
る
業
者
か
ら

政
府
が
管
理
す
る
基
金
に
資
金
を
拠
出
さ
せ
、
そ

の
基
金
か
ら
資
源
回
収
・
再
生
を
行
う
事
業
者
に

対
し
て
補
助
金
を
支
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
適

切
な
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
下
支
え
す
る
と
同
時
に

不
法
投
棄
を
防
ぐ
こ
と
を
目
指
し
て
導
入
さ
れ
た
。

台
湾
の
資
源
の
再
利
用
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
対
す

る
政
策
は
、
四
つ
の
段
階
に
時
期
区
分
で
き
る
。

第
一
段
階
は
一
九
八
八
年
以
前
で
あ
る
。
こ
の
時

期
、
資
源
の
再
利
用
に
対
す
る
政
府
の
介
入
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、
ほ
ぼ
完
全
に
市
場
に
ゆ
だ
ね
ら
れ

て
い
た
。「
廃
五
金
」
業
者
ら
に
よ
る
不
適
切
な

金
属
再
生
に
よ
る
公
害
問
題
に
は
こ
の
よ
う
な
背

景
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
の
廃
棄
物
管
理
政
策
は
、

一
般
廃
棄
物
の
埋
め
立
て
処
分
か
ら
焼
却
処
分
へ

の
転
換
が
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
る
以
前
で
あ
り
、

廃
棄
物
管
理
政
策
の
中
で
リ
サ
イ
ク
ル
は
廃
棄
物

の
排
出
量
を
減
ら
し
埋
め
立
て
処
分
場
を
延
命
さ

せ
る
こ
と
が
主
な
目
的
で
あ
っ
た
。

主
な
目
的
で
あ
っ
た
。

な
目
的
で
あ
っ
た
。

第
二
段
階
は
、
一
九
八
八
年
の
「
廃
棄
物
清
理

法
」
の
第
三
次
修
正
か
ら
一
九
九
七
年
の
第
四
次

修
正
ま
で
で
あ
る
。
廃
棄
物
清
理
法
の
第
三
次
修

正
で
は
、
管
理
の
対
象
と
す
る
物
品
を
政
府
が
指

定
し
、
製
品
・
容
器
の
製
造
・
輸
入
業
者
に
回
収

・
処
理
を
義
務
づ
け
た
。
業
者
ら
が
運
営
す
る
リ

サ
イ
ク
ル
団
体
が
多
数
設
立
さ
れ
、
行
政
院
環
境

保
護
署
が
そ
れ
を
監
督
し
た
。
使
用
済
み
容
器
類
、

タ
イ
ヤ
、
電
池
類
、
潤
滑
油
、
自
動
車
な
ど
が
対

象
品
目
に
順
次
加
え
ら
れ
て
い
っ
た
。

第
三
段
階
は
、
一
九
九
七
年
三
月
の
「
廃
棄
物

清
理
法
」
の
第
四
次
修
正
か
ら
一
九
九
八
年
七
月

に
リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
に
設
立
さ
れ
て
い
た
基
金

が
行
政
院
環
境
保
護
署
の
一
部
に
組
み
込
ま
れ
る

ま
で
、
第
四
段
階
は
そ
れ
以
降
で
あ
る
。
一
九
九

七
年
の
廃
棄
物
清
理
法
第
四
次
修
正
に
よ
り
、
同

年
七
月
、
そ
れ
以
前
に
は
品
目
ご
と
に
複
数
存
在

す
る
場
合
が
あ
っ
た
リ
サ
イ
ク
ル
団
体
を
品
目
ご

と
に
一
つ
に
統
合
し
、
合
計
八
つ
の
基
金
管
理
委

員
会
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
基
金
管
理
委

員
会
は
、
以
前
か
ら
存
在
し
た
各
業
界
団
体
を
引

き
継
い
で
統
合
し
た
性
格
を
持
っ
た
た
め
、
リ
サ

イ
ク
ル
業
者
が
委
員
の
過
半
を
占
め
、
そ
の
発
言

権
が
強
か
っ
た
。
こ
の
点
が
議
会
で
問
題
視
さ
れ

た
た
め
、
一
九
九
八
年
に
八
つ
の
基
金
管
理
委
員

会
が
統
合
さ
れ
、
行
政
院
環
境
保
護
署
の
一
部
局

と
な
り
、
こ
の
制
度
に
対
す
る
政
府
の
管
理
、
関

与
の
度
合
い
が
高
ま
っ
た
。
た
だ
し
、
八
つ
の
基

金
管
理
委
員
会
が
そ
れ
ぞ
れ
管
理
し
て
い
た
リ
サ

イ
ク
ル
基
金
そ
の
も
の
は
統
合
さ
れ
ず
、
各
基
金

の
余
剰
資
金
や
資
産
も
そ
の
ま
ま
受
け
継
が
れ
た
。

品
目
ご
と
に
設
置
さ
れ
た
基
金
は
、
そ
の
生
産

者
・
輸
入
業
者
か
ら
売
上
数
量
に
一
定
の
係
数
を

掛
け
て
算
出
し
た
負
担
金
を
徴
収
す
る
。
基
金
を

管
理
、
運
営
す
る
委
員
会
は
、
環
境
保
護
署
署
長

の
他
、
環
境
保
護
署
、
經
濟
部
工
業
局
な
ど
の
行

政
官
、
大
学
な
ど
の
学
識
者
、
経
済
界
・
消
費
者

団
体
の
代
表
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

基
金
に
集
め
ら
れ
た
資
金
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
品

目
が
廃
棄
さ
れ
る
際
に
、
回
収
・
運
搬
、
処
理
・

再
生
す
る
業
者
ら
が
、
そ
の
取
扱
量
に
応
じ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
定
め
ら
れ
た
費
率
で
計
算
さ
れ
る
額
で

支
払
わ
れ
る
補
助
金
の
支
出
に
主
に
使
わ
れ
る
。

生
産
・
輸
入
業
者
か
ら
の
徴
収
の
割
合
と
、
回

と
、
回
、
回

収
・
再
生
業
者
へ
の
補
助
金
の
割
合
は
、
適
正
な

は
、
適
正
な

、
適
正
な

リ
サ
イ
ク
ル
に
必
要
な
原
価
な
ど
を
算
出
し
、
再

生
さ
れ
た
資
源
の
販
売
価
格
（
資
源
価
格
）
な
ど

を
考
慮
し
て
決
め
ら
れ
、
市
場
や
技
術
な
ど
の
条

考
慮
し
て
決
め
ら
れ
、
市
場
や
技
術
な
ど
の
条

件
の
変
化
に
対
応
し
て
毎
年
見
直
さ
れ
る
。

こ
の
制
度
を
適
切
に
運
用
す
る
た
め
に
は
、
様

々
な
工
夫
が
必
要
と
な
る
。
基
金
か
ら
の
補
助
金

を
受
け
取
る
た
め
に
は
、
回
収
・
処
理
業
者
は
適

切
な
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
う
規
模
と
能
力
が
あ
る
こ

と
を
示
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
者
と
し
て
登
記
し
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
補
助
金
の
不
正
な

申
請
を
防
ぐ
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
の
業
者
が
回
収
・

再
生
し
た
品
目
の
数
量
を
確
定
す
る
必
要
が
あ
り
、

そ
の
確
認
を
環
境
保
護
署
が
認
定
し
た
民
間
の
検

査
認
証
団
体
に
行
わ
せ
て
い
る
。
家
電
製
品
の
例

で
は
、
回
収
さ
れ
た
個
々
の
廃
棄
品
の
コ
ア
と
な

る
部
品
（
モ
ー
タ
ー
な
ど
）
の
数
を
数
え
て
、
一

度
数
え
た
も
の
に
は
検
査
認
証
団
体
が
塗
料
な
ど

で
色
を
付
け
て
不
正
を
防
い
で
い
る
。
ま
た
自
動

車
リ
サ
イ
ク
ル
の
例
で
は
、
工
場
へ
の
出
入
り
を

監
視
カ
メ
ラ
で
常
時
監
視
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
制
度
の
適
切
な
運
用
と
不
正
の
防
止
に
は
相
当

の
費
用
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

台
湾
の
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
の
特
徴
は
、
製
造
業

者
は
基
金
に
販
売
額
に
応
じ
た
資
金
を
支
払
っ
た

後
は
、
特
に
そ
の
役
割
を
規
定
さ
れ
て
い
な
い
点

に
あ
る
。
製
造
業
者
の
責
任
は
費
用
負
担
に
限
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
実
際
に
は
、
多
く
の
品
目
で
製

造
業
者
は
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
に
進
出
し
、
各
地
に

リ
サ
イ
ク
ル
・
プ
ラ
ン
ト
を
建
設
・
運
転
し
て
い

る
。
一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
、
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
へ
の
参
入
は
自
由
で
あ
り
、
製
造
業
者
の
参
入

は
彼
ら
の
任
意
の
意
思
に
よ
る
。
家
電
製
品
の
例

で
見
る
と
、
政
府
が
認
め
て
い
る
リ
サ
イ
ク
ル
・

プ
ラ
ン
ト
は
、
複
数
の
製
造
業
者
ら
が
協
同
で
建

設
し
た
も
の
と
、
従
来
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を

行
っ
て
い
た
事
業
者
が
政
府
に
よ
り
設
定
さ
れ
た

基
準
を
満
た
す
た
め
に
新
た
に
設
立
し
た
も
の
な

ど
が
あ
る
。

リ
サ
イ
ク
ル
制
度
の
成
果
を
判
断
す
る
重
要
な

指
標
は
、
制
度
化
の
リ
サ
イ
ク
ル
・
プ
ラ
ン
ト
で

処
理
さ
れ
た
数
量
が
総
廃
棄
数
に
占
め
る
割
合
で

あ
る
回
収
率
で
あ
る
。
耐
用
年
数
が
長
い
家
電
製

品
や
自
動
車
で
は
正
確
な
総
廃
棄
数
を
把
握
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
代
わ
り
に
回
収
台
数
の
推

移
を
見
る
と
、
公
的
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
の
導
入
後

に
順
調
に
回
収
実
績
を
伸
ば
し
て
い
る
の
は
家
電

で
は
エ
ア
コ
ン
だ
け
で
あ
り
、
テ
レ
ビ
、
洗
濯
機
、

冷
蔵
庫
で
は
い
ず
れ
も
実
績
は
制
度
の
導
入
後
伸

び
悩
ん
で
い
る
。
回
収
実
績
は
、
公
的
リ
サ
イ
ク

ル
制
度
が
導
入
さ
れ
る
以
前
と
比
べ
て
十
分
に
高

く
な
っ
て
い
な
い
が
、
制
度
導
入
以
前
の
数
字
が

過
大
評
価
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
制
度
の
導

入
は
一
定
の
成
果
は
あ
げ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

現
状
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
の
下
で
活
動
す

る
比
較
的
規
模
が
大
き
い
近
代
化
さ
れ
た
事
業
者

が
台
頭
し
て
き
た
が
、
一
方
で
従
来
か
ら
活
動
し

て
い
た
小
規
模
な
事
業
者
ら
が
、
制
度
に
取
り
込

ま
れ
な
い
ま
ま
、
補
助
金
を
受
け
取
ら
ず
に
活
動

し
て
お
り
、
両
者
が
共
存
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う

に
制
度
の
外
で
活
動
す
る
事
業
者
ら
が
依
然
と
し

て
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
こ
と
が
、
リ
サ
イ
ク
ル

制
度
の
回
収
率
が
頭
打
ち
に
な
っ
て
い
る
大
き
な

要
因
と
な
っ
て
い
る
。
小
規
模
事
業
者
に
と
っ
て
、

補
助
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
投
資
額
は
大
き

す
ぎ
る
。
ま
た
補
助
金
を
受
け
な
く
て
も
、
資
源

価
格
が
十
分
に
高
け
れ
ば
事
業
は
成
り
立
つ
の
で

あ
る
。
二
○
○
○
年
以
降
の
中
国
大
陸
で
の
金
属

資
源
需
要
の
急
速
な
拡
大
に
よ
る
価
格
高
騰
に
よ

り
、
台
湾
か
ら
香
港
を
経
由
す
る
な
ど
し
て
中
国

大
陸
へ
持
ち
込
ま
れ
る
廃
家
電
製
品
な
ど
が
急
激

に
増
大
し
た
。
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
か
ら
外
れ
た
廃

家
電
製
品
な
ど
が
輸
出
さ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

●
リ
サ
イ
ク
ル
政
策
と
リ
サ
イ
ク
ル
産

業台
湾
で
は
、
政
府
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
が

形
成
さ
れ
る
以
前
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
や
日
本
か
ら

輸
入
さ
れ
た
廃
家
電
製
品
な
ど
か
ら
非
鉄
金
属
を

回
収
・
再
生
す
る
零
細
な
業
者
が
多
数
存
在
し
て

い
た
。
そ
の
発
達
は
、
鉄
リ
サ
イ
ク
ル
を
目
的
と

し
た
船
舶
解
体
業
が
台
湾
で
興
隆
し
た
こ
と
の
副

産
物
で
も
あ
っ
た
。
台
湾
の
リ
サ
イ
ク
ル
産
業
に

関
わ
る
政
策
は
、
そ
の
よ
う
な
小
規
模
な
事
業
者

を
規
制
し
、
近
代
化
を
促
す
方
向
に
進
ん
で
き
た

と
言
え
る
。
そ
の
規
制
は
再
生
資
源
（
廃
五
金
）

の
輸
入
が
も
た
ら
し
た
公
害
を
き
っ
か
け
に
し
て

本
格
化
し
て
い
る
た
め
、
現
在
も
厳
し
い
輸
入
規

制
が
と
ら
れ
て
い
て
、
国
際
資
源
循
環
を
活
用
す

る
政
策
は
積
極
的
に
と
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
リ

サ
イ
ク
ル
制
度
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
小
規
模
な
事
業
者
も
、
必
ず
し
も
淘
汰
さ
れ
ず
、

公
的
な
制
度
と
併
存
し
続
け
て
い
る
。

（ 

て
ら
お　

た
だ
よ
し
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

新
領
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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